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のくせに, 入朝してくる日本人は, どいつもこいつも尊大でおごり高ぶり, 本当のことを言




めて朝衡と為し, 仕えて左補闕・儀王友を歴たり。衡, 京師に留まること五十年, 書籍を好
み, 放ちて郷に帰らしめんとするも, 逗留して去らず」(同上）と絶賛される。そして, 橘
逸勢や空海らの名も, 中国の歴史資料を繙いてみれば容易にみつけることができる。さらに
は, 円珍を助けた新羅人の張保皐や鄭年のことも,『新唐書』東夷伝・新羅にはっきり記録
されている。しかしながら, 円珍の名はどこにも見えない。このことが何を意味するのか,
そして, それは円珍が新羅人に援助を求めたことと無関係なのだろうか。
高い教養と学識をもって積極的に中国に学び, 一流の知識人とも深い人間関係を築き, その
帰国に際しては別れを惜しまれ, 李白や王維によって詩に謳われた阿倍仲麻呂と, わずか５年
在唐の円珍とを比べるのは酷かもしれない。しかし, ５年間も留学していたにもかかわらず,
唐人の援助を得られず新羅人にすがった事実は何を意味するのだろうか。評者は,新羅人が在
唐日本人に貢献したということだけでなく, 唐王朝からの援助は得られなくとも, 円珍が唐人
からの援助を得られず,新羅人にすがらざるを得なかったのはなぜなのかを知りたいと思う。
今回は「学内行政に忙殺されて研究時間があまりとれなかった」ということで, 多くの疑
問が残って消化不良のまま終わる結果となった。しかし, 学内行政から解放された李炳魯氏
が, 一次資料を精緻に読み解き,『旧唐書』や『新唐書』などの歴史資料にも渉猟して, 近
い将来, いっそう深化した研究成果を発表していただけるものと期待している。
（本学国際教養学部教授 串田 久治）
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